
青空と緑と産業のまち
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c o n t e n t s
02　昭和町の家計簿をお知らせします
06　各種お知らせ（病児・病後児保育利用料負担軽減 ほか）
08　まちのわだい
12　各種たより （教育昭和、環境経済通信 ほか）
20　暮らしの情報 / スポ少紹介 / 俳句 ほか
24　わが家のアイドル、みんなの食育 ほか

令和 6 年 11 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口	21,339 人 [750] (＋29 [－　3])
　男	 10,687 人 [323] (＋　3 [－　5])
　女	 10,652 人 [427] (＋26 [＋　2])
世帯数	 9,709 戸 [381] (＋15 [－　5])

まちの動き 10 月 1 日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

笑顔輝く、秋の大運動会
関連記事 9 ページ



令
和
5
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
1
0
4
億
3
1
4
0
万
円
で
、歳
出
総
額
は
98
億
5
5
2
4
万
円
で
し
た
。

※�
歳
入
歳
出
差
引
額
5
億
7
6
1
5
万
円
の
う
ち
令
和
5
年
度
事
業
で
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
1
億
1
3
0
4
万

円
を
差
し
引
い
た
4
億
6
3
1
1
万
円
は
、前
年
度
繰
越
金
と
し
て
令
和
6
年
度
の
歳
入
と
な
り
ま
す
。

　令和5年度の歳入額を町民一人当たりに換算すると、49万
1,676円になります。内訳は以下の通りです。

〈 町民からの収入 〉
内訳

●町税(241,235円）
  ・個人法人町民税
  ・固定資産税
  ・軽自動車税
  ・町たばこ税
  ・入湯税
●分担金・負担金
  （5,596円）
●使用料・手数料
  （2,989円）

　計 249,820円

〈 県からの収入 〉
  ●35,158円

　令和5年度の歳出額を町民一人当たりに換算すると、46万4,519円にな
ります。事業費別で見ると以下の通りです。

　令和 5 年度の歳出は、前年度比 1億 7,814 万円（1.8％）の減額となる98 億 5,524
万円でした。
　主な減額項目としては、商工費における「3活プレミアム付商品券事業」の減、経
済の不況等による税収減や災害など予期せぬ支出に備えるための財政調整基金への
積立金の減などが挙げられます。エネルギー価格や物価の高騰に対する支援としては、
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付事業や高齢者物価高騰対策支援給付
事業など、自主財源を投入し、町民への経済支援を積極的に行いました。その他の
支出に含まれる基金積立金については、今後の財政需要の見込みに合わせ、公共施
設整備等事業基金を中心に積み立てを行いました。

　
昭
和
町
の
令
和
5
年
度
決
算
が
、今
年
9
月
に
開
か
れ
た

定
例
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。町
が
行
っ
て
い
る
様
々

な
事
業
は
、み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金

や
、国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
決
算
と
は
、年
度
始
ま
り
の
4
月
か
ら
翌
年
3
月
の
間
に

収
入
や
支
出
が
い
く
ら
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
た「
町
の
家
計

簿
」で
す
。

譲
与
税
･
交
付
金　

地
方
譲
与
税・地
方
消
費
税
交
付
金・

法
人
事
業
税
交
付
金・環
境
性
能
割

交
付
金・地
方
特
例
交
付
金
な
ど

町
債　道

路
改
良
事
業
・
教
育
施
設
整
備
事

業
等
の
借
入
金

そ
の
他
歳
入　

保
育
所
等
利
用
者
負
担
金・放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
負
担
金・学
校

給
食
費
保
護
者
負
担
金・町
営
住
宅

家
賃
収
入・寄
附
金・基
金
繰
入
金・

前
年
度
繰
越
金
な
ど

用
語
解
説

QQ
　「昭和町はお金があっていいよね」
と言われるけど、実際どうなの？

AA
　国の財政制度のひとつに「地方交付
税制度」というものがあります。これ
は自治体の財源の偏

かたよ
りを調整するこ

とを目的としており、特定の計算式に
基づいて歳入と歳出を算出し、財源が
不足すると普通交付税が交付される
ものです。昭和町は昭和59年度から
普通交付税が交付されない「不交付団
体」となっており、ニュースや新聞な
どでも報道されるため、「昭和町はお
金がある」というイメージが定着して
いるものと思われます。
　しかし、普通交付税の計算上では歳
入が歳出を上回りますが、実際の財政
運営では、国や県からの支出金に依存
しているほか、地方債の借り入れや基
金の取り崩しを行いながら財源を確
保しています。また、特定の計算式に
よって算出される普通交付税算定用
の歳出では、対象とならない経費が多
くあり、実際の歳出額と大きな差があ
ります。
　昭和町は他団体と比較すると税収
が多い自治体ですが、他の市町村が
普通交付税を財源として行っている
行政サービスを、昭和町では単独の税
収等でやりくりしている状態です。経
常経費である扶助費(社会保障費等)
などの歳出額は年々増え続けており、
昭和町の財政運営は危機的な状況と
なっています。

　財政係では、『住みたいまち住み続け
たいまち』であり続けるよう健全な財政
運営について皆さんと一緒に考えてい
きたいと思います。

企画財政課 財政係（☎055-275-8154）

歳出
98億

5,524万円

民生費
37億2,885万円

37.8％

総務費
13億7,577万円

14.0％
教育費

14億6,845万円
14.9％

土木費
8億20万円
8.1%

衛生費
7億103万円
7.1％

公債費
5億2,148万円

5.3％

その他
7億298万円
7.1％

議会費
7,913万円
0.8％

消防費
3億5,532万円

3.6％

商工費
6,478万円
0.7％

農林水産業費
5,725万円
0.6％

※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。
※端数処理の関係上合計数値と一致しない場合があります。

歳　入歳　出

自主財源（町が独自に収入する財
源

）

町税
51億1,804万円

49.1％

譲与税・
 交付金等
9億946万円
8.7％

県支出金
7億4,592万円

7.1％

町債
9,060万円
0.9％

歳入
104億

3,140万円
国庫支出金

15億8,763万円
15.2％

その他
19億7,975万円

19.0％

町たばこ税
2億8,666万円
5.6％

軽自動車税
8,074万円
1.6％

入湯税
131万円
0.02％

固定資産税
25億7,938万円
50.4％

個人町民税
15億2,696万円
29.8％

法人町民税
6億4,299万円
12.5％

　
　

　
依

存
財

源（
国

や
県

か
ら

交
付

さ
れ

る
財

源）

お
知
ら
せ
し
ま
す

議 員報 酬・議 会
運営費など
●3,730円

 議会費

雇用対策など
●126円

労働費

消防施設整備・
災害 対 策・消防
団など
●16,748円

消防費

税 務・選 挙・広
報・公有 財 産 管
理など
●64,846円

農業振興など
●2,698円

高齢 者福 祉・障
害 者 福 祉・児 童
福祉など
●175,756円

商工業振興など
●3,053円

小中学 校教育・
生 涯 学 習 ・ス
ポーツ振興など
●69,214円

町債返済金
●24,580円

健 診・健 康 づく
り・母 子 保 健・
ごみ処理など
●33,043円

道 路・河 川・公
園の整備や維持
管理など
●37,717円

基金積立金
●33,008円

総務費 

農林水産費

民生費

商工費

教育費 公債費

衛生費

土木費

その他

令
和
5
年
度

一
般
会
計
決
算

町民一人が納めた税金など
（一人当たりの負担状況）

町民一人に対し、
国や県などから町へ交付されたお金

〈 国からの収入 〉
  ●74,832円

昭和町って
お金持ち？

財政コラム財政コラム

〈 その他の収入 〉
  ●131,866円

　歳入の主なものは自主財源である「町税」で、歳入全体の49.1％を占め
ています。町税については例年、歳入の半分以上を占めますが、近年は新
型コロナウイルス感染症関連の経済対策事業等により国庫支出金が多額
になり、歳入全体に占める割合が半分以下となっておりました。令和5年
度は前年度比で約1.4億円（2.9％）の増加となり、大幅な減収となった令
和2年度以降、年々増加しております。依存財源の47％を占める国庫支出
金については、前年度より減少したものの、新型コロナウイルス感染症の
流行前と比較すると依然として高い割合となっています。
　自主財源の「その他」には、予期せぬ支出に備えるための基金などの取
り崩し（約8.1億円）と前年度繰越金（約4.6億円）、さらに前年度より大幅
に増収となった寄附金（約4.3億円）などを含んでいます。町債につきまし
ては、道路改良事業債と教育施設整備事業債の借入を行っております。
　以上の結果、令和5年度の歳入は、前年度比6,579万円（0.6％）の減額と
なる104億3,140万円でした。

昭
和
町
の
家
計
家
計
簿簿
を
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健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
1
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準

を
超
え
る
と
、早
期
健
全
化
団
体

と
し
て
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
．財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
．財
政
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

早
期
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要

な
勧
告
が
行
わ

れ
ま
す
。

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

財
政
再
生
計
画
が
実
際
の
財
政
運

営
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た

と
き
は
、総
務
大
臣
か
ら
予
算
の

変
更
等
、必
要
な
措
置
の
勧
告
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
を
超
え
る
と
、経
営
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
．経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
経
営
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
．経
営
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

経
営
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要
な
勧
告
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
、④
将
来
負
担
比
率
を
除
い

た
３
つ
の
比
率
の
う
ち
1
つ
で
も

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、財

政
再
生
団
体
と
し
て
国
の
関
与
を

う
け
な
が
ら
財
政
の
再
生
を
図
る

た
め
、次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

１
．財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か

に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
再

生
計
画
を
総
務
大
臣
に
協
議

し
、同
意
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る

→
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、災
害

復
旧
事
業
債
な
ど
を
除
き
、

地
方
債
の
起
債
が
不
可
能
と

な
る

３
．財
政
再
生
計
画
の
実
施
状
況

を
議
会
に
報
告
、
公
表

実
質
赤
字
比
率　

一
般
会
計
等（
一
般
会
計

及
び
渇
水
対
策
事
業
特
別
会
計
）を
対
象

と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率

	

　

一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の

で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率　

す
べ
て
の
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字（
又
は
資
金
の
不

足
額
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

	

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合

算
し
、町
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、全
体
の
財
政
運
営
の
深
刻
度

を
示
す
も
の
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率　

一
般
会
計
等
が
負
担

す
る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率（
3
か

年
平
均
）

	

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ

る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
す
も
の
で
す
。

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率

	

　

一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど

の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化

し
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高

い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
す
。

資
金
不
足
比
率　

公
営
企
業
会
計（
下
水
道

事
業
特
別
会
計
）の
資
金
不
足
を
、料
金

収
入
等
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、経
営
状

況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

標
準
財
政
規
模　

自
治
体
が
、標
準
的
な
状

態
の
と
き
、通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

経
常
的
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
で
す
。

※
標
準
税
収
入
額
等（
町
税
や
地
方
譲
与

税
な
ど
）＋
普
通
交
付
税
＋
臨
時
財

政
対
策
債
発
行
可
能
額

　

財
政
基
盤
の
強
弱
を
示
す
指

数
で
、標
準
的
な
行
政
需
要
に

必
要
な
財
源
を
ど
れ
く
ら
い
自

力
で
調
達
で
き
る
か
を
表
し

て
い
ま
す
。こ
の
値
が
大
き
い

ほ
ど
財
政
力
に
余
裕
が
あ
り
、

「
１
」を
超
え
た
団
体
は
、自
立

し
て
自
主
的
に
財
政
運
営
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な

い
、い
わ
ゆ
る「
不
交
付
団
体
」

と
な
り
ま
す
。

　

財
政
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
最
も
一
般
的

な
指
標
で
あ
り
、経
常
的
な
一
般
財
源（
町
税

な
ど
の
よ
う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い

財
源
）が
、経
常
的
に
支
出
す
る
経
費（
人
件

費
、扶
助
費
、公
債
費
等
）に
ど
れ
く
ら
い
充

当
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
比
率
で
す
。こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
財
政
運
営
が
厳
し
く

な
り
ま
す
。

※�

令
和
5
年
度
は
、経
常
的
な
一
般
財
源
で

あ
る
町
税
の
大
幅
な
増
に
よ
り
前
年
度
よ

り
3.
8
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費（
町
債
の
返
済
金
）に
よ

る
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
比
率

で
す
。実
質
的
な
公
債
費
に
費
や
し

た
一
般
財
源
の
額
が
、標
準
財
政
規

模（
標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
の

に
必
要
な
額
）に
占
め
る
割
合
を
い

い
ま
す
。公
営
企
業
等（
下
水
道
事

業
な
ど
）へ
繰
り
出
し
て
い
る
起
債

の
償
還
分
も
含
ま
れ
、実
質
的
な
公

債
費
を
網
羅
し
て
算
定
し
た
指
数

で
す
。18
％
を
超
え
る
と
地
方
債
の

発
行
に
許
可
を
要
し
、25
％
を
超
え

る
と
起
債
の
制
限
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

実
質
公
債
費
比
率

　自治体の財政状況を分析するため様々な分析指数があり、総称して「財政指標」と呼んでいます。昭和町の財政状況が健
全かどうか、財政に弾力性があるかどうか、借金の占める割合が高いか低いかなどを判断する３つの指標についてお知ら
せします。

 　

 

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
財
政
係（
☎
2
7
5 - 
８
１
５
４
）

指 標 名
昭和町 比率 参考比率

令和５年度 令和４年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 	実 質 赤 字 比 率 － － 14.52 20.0

② 	連結実質赤字比率 － － 19.52 30.0

③ 	実質公債費比率 8.7 8.8 25.0 35.0

④ 	将 来 負 担 比 率 － － 350.0 －

会 計 名
昭和町 比率 参考比率

令和５年度 令和４年度 経営健全化基準

下水道事業特別会計 － － 20.0

※赤字額がないため、①実質赤字比率と②連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※将来負担する借入金の残高等よりも貯金や見込まれる収入の額の方が大きいため「－」と表示しています。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

資金不足比率

財
政
力
指
数

用
語
解
説

財政指標財政健全化判断比率 と 資金不足比率

早
期
健
全
化
基
準
を

  

超
え
る
と
…

財
政
再
生
基
準
を

            

超
え
る
と
…

経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
る
と
…

　財政健全化法に基づき令和５年度一般会計決算の財政健全化判断比率及び下水道事業特別
会計決算の資金不足比率をお知らせします。昭和町の令和５年度決算については、早期健全化
基準及び経営健全化基準を下回る比率のため、健全であるといえます。

　「基金」とは、町が将来
に備えたり特定の目的のた
めに資金を積み立て、または
定額の資金を運用するため
に設けられる資金で、町の
積立預金のことをいいます。
その内の財政調整基金は、
年度間の財源の変動を調整
するための積立金であり、
財源に余裕のある年度に積
み立て、災害や不況などによ
り財源不足が生じた年度に
活用します。一般会計の全
基金の令和5年度末現在高
は、48億5,327万円でした。
　「町債」とは、町が公園や
道路、学校などの大きな事
業を行うために借り入れるお
金（借金）のことです。これ
に対し、歳出の公債費とは、
この町債を返済するための
お金です。一般会計の町債
の令和5年度末現在高は、
27億1,686万円でした。

令和5年度末
基金現在高

48億
5,327万円

令和5年度末
町債現在高

27億
1,686万円

※千円未満四捨五入
※人口は、令和6年3月31日現在

人口（21,216人で計算）

基金基金
229,000円229,000円

町債町債
128,000円128,000円

町民一人当たり町民一人当たり
基金・町債高基金・町債高

基金・町債

↓財政健全

↑財政厳しい

75
％

80

85

90

経常収支比率経常収支比率

82.3％

87.1%

81.9%

87.7%

83.9%

↓制限なし
地方債発行に

↑許可を要する
↑制限あり

5
7
％

令和元 2 3 4

9

8

10

11

18

地方債発行に25

会計
年度

5令和元 2 3 4
会計
年度

実質公債費比率実質公債費比率

8.3%
8.9% 8.8%7.9%

8.7%

1.226
1.189

1.128

1.124 1.117

令和元 2 3 4 5
会計
年度

財政力指数

↓交付団体
地方交付税 ↑不交付団体

75

80

85

90

7

8

9

10

11

7

8

9

10

11

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

1.00
0.90

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30
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病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
料
負
担
軽
減
に
つ
い
て

病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
料
負
担
軽
減
に
つ
い
て

イ
マ
ド
キ
子
育
て
を
学
ぶ

イ
マ
ド
キ
子
育
て
を
学
ぶ

知
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
！
孫
育
て
講
座

知
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
！
孫
育
て
講
座

令
和
６
年

令
和
６
年
1111
月
９
日（
土
）か
ら

月
９
日（
土
）か
ら
1515
日（
金
）ま
で

日（
金
）ま
で

「
令
和
６
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

「
令
和
６
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。

　

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
を
早
期
に
発

見
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
火

災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
を
起
こ
す
た
め
、
10
年

を
目
安
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
全
国
統
一
防
火
標
語

守
り
た
い  

未
来
が
あ
る
か
ら  

火
の
用
心

問
い
合
わ
せ　
　
甲
府
地
区
消
防
本
部 

査
察
課（
☎
2
2
2

－

1
2
8
4
）

問
い
合
わ
せ　
※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
5
時
15
分

子
育
て
支
援
課 

児
童
家
庭
係（
☎
2
6
7

－

5
2
5
5
）

問
い
合
わ
せ　
　
※
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

い
き
い
き
健
康
課（
☎
2
７
５

－

8
7
8
5
）

　

10
月
１
日
か
ら
町
内
の
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
（
げ
ん
き
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
児
保
育
室
ド
リ
ー
ム
）
で
病
児
・
病
後
児
保
育
を
利
用
し
た
際
の
利
用
料
負
担
が

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
負
担
軽
減
の
対
象
と
な
る
方

　

�　

施
設
を
利
用
す
る
児
童
の
保
護
者
等
で
町
内
在
住
、
在
勤
、
も
し
く
は
広
域
利

用
対
象
者
の
町
内
在
住
在
勤
外
で
町
内
の
施
設
を
利
用
し
た
も
の
。

　

�　

た
だ
し
、
町
内
在
住
在
勤
者
で
町
外
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
軽
減

に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
、
ま
た
は
施
設
所
在
の
市
町
村
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
軽
減
額　

　
　

利
用
者
が
利
用
１
回
に
つ
き
負
担
す
る
額
か
ら
１
０
０
０
円

　
　

た
だ
し
、
給
食
代
及
び
お
や
つ
代
は
除
き
ま
す
。

●
軽
減
方
法

　

�　

利
用
施
設
に
お
い
て
、
利
用
料
を
支
払
う
際
に
１
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
の
先
輩
で
あ
る
祖
父
母
の
み
な
さ
ん
が
、
安
心
し
て
孫
育
て
に
関
わ
る
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
30
年
で
子
育
て
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
今

ど
き
の
子
育
て
情
報
や
祖
父
母
の
皆
さ
ん
が
気
に
な
る
こ
と
な
ど
、
お
孫
さ
ん
や
親

で
あ
る
娘
さ
ん
、
息
子
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
役
立
つ
お
話
が
満
載
で
す
。
お

孫
さ
ん
の
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
お
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
る
方
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時　
令
和
６
年
11
月
29
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時
（
受
付
６
時
45
分
～
）

場
所　
総
合
会
館　
１
階　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
①
昭
和
町
在
住
で
こ
れ
か
ら
孫
が
生
ま
れ
る
方
（
孫
の
住
所
問
わ
ず
）

　
　
　
②
昭
和
町
民
の
妊
婦
の
実
父
母
・
義
父
母
（
祖
父
母
の
住
所
問
わ
ず
）

　
　
　
③�

１
歳
ま
で
の
孫
が
い
る
方
（
祖
父
母
か
孫
ど
ち
ら
か
が
昭
和
町
民
で
あ
れ
ば
可
）

内
容　
○
助
産
師
の
お
話
「
知
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
！
今
ど
き
の
孫
育
て
」

　
　
　
○
最
近
の
子
育
て
グ
ッ
ズ
の
紹
介

　
　
　
○
質
問
タ
イ
ム　
　
　
ほ
か

定

員　
30
名
程
度
（
先
着
順
）
※
ご
夫
婦
で
も
お
一
人
で
も
参
加
可

講

師　
山
梨
県
助
産
師
会　
助
産
師

持

ち

物　
筆
記
用
具

参

加

費　
無
料

申
込
み
方
法　

�

し
ょ
う
わ
町
予
約
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
同
伴
者
が
い
る
場
合
は
、
予
約
時
に
そ
の
方
の
氏
名
等
も
ご
入
力

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　
　
令
和
６
年
11
月
22
日
（
金
）
午
後
5
時

毎年毎年
満員御礼！満員御礼！

昭
和
町“
３
活
”プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商
品
券
の

昭
和
町“
３
活
”プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商
品
券
の

使
用
期
限
は

使
用
期
限
は
1111
月月
2727
日（
水
）ま
で
で
す
！

日（
水
）ま
で
で
す
！

　
昭
和
町
で
は
、今
年
度
、物
価
高
騰
対
策
と
し
て“
３
活
”プ
レ
ミ

ア
ム
付
電
子
商
品
券
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、商
品
券
の

使
用
期
限
が
ま
も
な
く
終
了
を
迎
え
ま
す
。期
限
を
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
と
、商
品
券
残
高
が
残
っ
て
い
て
も
、使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、商
品
券
の
当
選
者
で
、い
ま
だ
商
品
券
を
購
入
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、11
月
26
日（
火
）が
購
入
期
限
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

期
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、忘

れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
　
総
務
課（
☎
2
７
５

－

８
１
５
３
）
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　10月13日（日）、昭和町の一大イベントである、ふるさ
とふれあい祭りが押原公園で開催されました。今年は準
備・片付けを含めて天候に恵まれ、各種イベントや各コ
ーナーには、大勢の方が来られ、大いに盛り上がりまし
た。
　お祭りにご来場、ご協力いただいた皆様ありがとうご
ざいました。

町を挙げての一大イベント
第３３回昭和町ふるさとふれあい祭り

まちのわだい
T O W N  T O P I C S

町の「地域情報」を紹介するコーナーです。あなたの身近な話題お待ちしています。

企画財政課 広報担当（☎275-8154） kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

練 習 の 成 果 を 見 せ る と き
押 原 中 学 校 第 60 回 若 麦 祭

　9月 18日（水）・19日（木）の 2日間、押原中学校
第６０回若麦祭が開催されました。体育の部が行われた
２日目は、校庭から富士山がきれいに見えるほどの晴天
の中、生徒の皆さんは大粒の汗をかきながら、練習の成
果を出し切るため、全力で競技に臨んでいました。
　また、当日は平日だったにも関わらず多くの保護者の
方々が来られ、大変な盛り上がりを見せていました。

　９月18日（水）、「第35回シニアゴルフ大会」が開催さ
れました。結果は次のとおりです。

第 35 回シニアゴルフ大会
＜団体優勝＞

グロスの部 河 西

ネットの部 西条一区

＜個　人 ( 敬称略 ) ＞
優　勝 飯高　俊夫（河 西）
準優勝 伊藤　美義（上 河 東）
第３位 篠田　立雄（西条一区）

　10月11日（金）～ 14日（月・祝）の間、第57回昭和町
文化祭が昭和町総合会館で開催されました。町の文化協
会の皆さんや町内在住の児童・生徒の作品の展示、芸能
発表などが行われました。当日の様子は「昭和町文化協会 
WEB文化祭」で公開しています。
　昭和町文化協会 WEB文化祭
　https://showa-bunka.blogspot.com/

数
あ ま た

多の傑作に囲まれて
第 57 回 昭 和 町 文 化 祭

　9月28日（土）、町内3つの小学校で運動会が開催されま
した。各学校では、児童の皆さんがこの日のために練習し
てきたダンスやリレー、玉入れ、組体操などを元気いっぱ
いに頑張っていました。
　保護者の方々も、我が子が一生懸命に競技をする姿を
一瞬も見逃すまいと、カメラ片手に声援を送っていまし
た。

元気いっぱい頑張るぞ
小 学 校 大 運 動 会

常永小学校

押原小学校 西条小学校
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）

　日時：11月21日（木） 
午後1時～３時

　場所：役場別棟2階 会議室(南)
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：祝日を除く火・水・木の
午前9時～午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：11月8日（金）・22日（金）
　　　　午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）

▶ボカシつくり会
　日時：11月20日（水）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
h t t p s : / / w w w . t o w n .
showa.yamanashi.jp/
site/chocho/5151.html

◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

まちのわだい
T O W N  T O P I C S

町の「地域情報」を紹介するコーナーです。あなたの身近な話題お待ちしています。

企画財政課 広報担当（☎275-8154） kikaku@town.yamanasi-showa.lg.jp

　8月～ 9月にかけて「第51回昭和町クラブ対抗野球大
会」が常永小学校グラウンドで開催されました。
　地区や町内企業など、計6チームが参加し、9月12日
（木）に行われた決勝戦で「河西ＦＦＣ」が優勝を果たしま
した。結果は以下のとおりです。

夏 の 夜 の 熱 戦
第 51 回昭和町クラブ対抗野球大会

わくわくドキドキのおはなし会
町 立 図 書 館 × 未 来 屋 書 店

　10月 6日（日）、イオンモール甲府昭和で、町立図書
館と未来屋書店の合同イベントが開催されました。イベ
ントでは、読み聞かせボランティア「ぴっかり」による
てぶくろ人形劇やパネルシアター、「ききみみずきんお
はなしの会」によるおはなしや大型絵本の読み聞かせが
行われ、参加したお子さんたちは、合図に合わせて体を
動かしたり、本を食い入るように見たりしていました。

　９月24日（火）、「秋の全国交通安全運動」に合わせ、昭
和バイパスで交通安全の街頭指導が行われました。町交
通安全協会、昭和町議会議員、町交通安全母の会、町防犯・
防災アドバイザーの皆さんが参加され、手持ち看板を使
ってドライバーに交通ルールの遵守や交通事故防止を呼
びかけました。
　早めのライト点灯で事故のない安全・安心なまちをつ
くりましょう。

事故のない町のために
秋 の 交 通 安 全 街 頭 指 導

　10月3日（木）・17日（木）、まちづくり自主活動グルー
プ「人と環境すっきりしょうわ」の皆さんの指導のもと、
常永小学校の5年生と第二上河東保育園の園児たちが稲
刈り体験を行いました。子どもたちは、自分たちが6月に
植えた稲を、鎌を片手に一生懸命に刈り取っていました。
　子どもたちは、お田植えから稲刈りまでを経験したこ
とで、お米の大切さを感じたのではないでしょうか。

こんなに大きくなりました
す っ き り し ょ う わ 稲 刈 り 体 験
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山梨学院大学　ソフトボール部

河西 真
ま な

奈さん（20 歳・西条二区）
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。

　

現
在
、大
学
3
年
生
で
あ
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さ
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生
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と
な
る
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も
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躍
し
て
く
れ
る
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と
を
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待
し
て
い
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す
。

優　勝 河西ＦＦＣ
準優勝 上河東二区
第３位 押越クラブ・キトー野球部

塚本 美佐子 氏田中 博愛 氏
西条一区いきがいクラブ会長

名執 忠義 氏
昭和町いきがいクラブ連合会
有賀 惠藏 会長
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